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入
室
条
件 

□心理的要因によって登校できない。 
□本人及び保護者が「まてぃだ教室」に通室することを希望している。 
□在籍する学校長が「まてぃだ教室」への通室を認めている。 
□保護者が教室への送迎が可能である。 
※「まてぃだ教室」利用については本人、保護者、学校で入室について十分に話し合って下さい。 

 

「まてぃだ教室」入室の手順 

通室

•適応指導(段階的実践）
•原籍校との連携(通室状況報告、各種課題資料やテスト、評価、担任訪問、学校訪問）
•原籍校は、当該児童生徒の学校復帰へ向け学習計画等を作成し、まてぃだ教室へ提出する。

チャレンジ
登校

•各学期開始や終了前に段階的登校援助を試みる。(部分登校、別室登校など)
•まてぃだ教室の閉室日は修了式の１週間前です。修了式まではチャレンジ登校です。

学校復帰
退室

•児童生徒の退室は、原籍校とまてぃだ教室が連携し学校復帰を確認する。
•教育研究所は学校復帰が認められ次第「適応指導教室退室通知」(様式第5号)を学校長へ通知する。

本入室協議

•体験入室終了後、速やかに学校でケース会議等を開き、本入室について協議し、本人・保
護者の意見もふまえ学校長が入室申請するかは判断する。

入室申請

•本入室を希望する場合には下記の資料を各２部教育研究所へ提出する。
•入室願書(様式2)：保護者が記入、入室申請書(様式3)：学校が記入する。
•児童生徒の概要(資料１・資料2）及び観察フォームによる児童生徒の実態把握(資料3)

入室判定

•教育研究所にて、入室申請書類及び体験入室を通して児童生徒がまてぃだ教室に通室することが学校
復帰へ向け効果的と判断した場合は、適応指導教室入室通知書(様式4)を学校長へ通知する。

•入室期間は入室した年度の修了式までとする。

体験申請
面談

•保護者は「教育相談及び体験入室希望書」(様式第1号)を学校へ提出する。
•学校は上記「様式第1号」を教育研究所へ提出するとともに、教育相談室と面談の調整を行
い、教育相談員等による面談を実施する。

体験判定
通知

•教育研究所は教育相談及び体験入室希望書及び面談資料を基に体験入室について判断する。
•教育研究所は適応指導教室体験入室通知書を学校へ通知する。

体験入室
•約2週間の体験入室開始

新年度

•新年度当初は進級や進学など、児童生徒の環境が大きく変わります。新しい環境のもと学校復帰を
めざし、始業式後2週間程度は原則としてチャレンジ登校を行う。

•チャレンジ登校期間は、まてぃだ教室への通室はできません。

継続通室

•児童生徒の登校状況をもとに学校でケース会議等を開き、継続して適応指導・援助が必要
と認める場合は「適応指導教室入室継続申請書」を教育研究所へ提出する。

•まてぃだ教室の開室期間は宮古島市立小中学校の授業日に準ずる。


